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はじめに
このたびは、本製品をお買い上げいただき、まことにあのがとぅございます。

この取扱説明書には、安全に使用していただくための要点を記してありますので、ご使用前に必ずよくお読みになの、
正しくご使用ください。お読みになった後は、いつでも読める場所に保管してください。また、本書を汚損したの紛

失した場合は、お買い上げの販売店にご注文いただき、大切に保管してください。

本書に記載したと△の表示のある注意事項や、機械に貼られたム》の表示のあるラベルは、人身事故等の危険が考え
られる重要な項目です。よくお読みになの、必ずお守のください。また、としの表示のあるラペルが汚損したりはが
れた場合は、お買い上げの販売店にご注文いただき、必ず所定の位置にお貼のください。

本書に記載したと△の表示のある注意事項や、機械に貼られたとしの表示のあるラベルでは、特に重要と考えられる
取の扱い上の注意事項について、次のように3段階に分けて表示しています。

企危険
.

尚、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については、取扱説明書、機械に貼られたラベルともに、

重要の表示を用いています。

本書に記載した図記号は、お守のいただく内容を説明しています。

●その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになのます。

●その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があのます。

安全のために必ずお守りください

Ⅱ
▼

●その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあのます。

(してはいけない)内容

⑧ ●本製品は、背負動噴用散布台車です。背負動噴以外のものを積載しないでください。

、

^

息、

⑧ ●安全性を損なう恐れがあのますので、改造しないでください。
●除草作業及び、背負動噴等に関する注意事項については、搭載される背負動噴の取扱説明書を

@ ご覧ください。

^^

●この製品を他人に貸与、または、譲渡する場合は、必ず取扱説明書を添付し、よく読んでから

@ 使用するように指導してください。

本取扱説明書及び使用する背負動噴の取扱説明書をよくお読みになの、危険、

(必ず実行する)内容

.

△ ●アルミ合金は電気を通します。感電事故に注意してください

、

^

息、

⑧
●次に該当する方は、この製品を使用しないでください。
◎酒気をおびた者
◎過労、病気、薬物(農薬を含む)の影響その他の理由によの、正常な防除作業
ができない者
◎妊娠中の者
◎満15歳未満の者
◎負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者

●作業前に燃料に漏れがないこと、接続部のパッキンに脱落がないこと、各ネジ部にゆるみがない

@ こと、ホースに亀裂、摩耗、破損のないこと等各部に異常がないことを確認してください。

萄女ι」ニ
^^、 注意事項を必ずお守のください。

萄含^
^^

示旨于@
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⑧ ●除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。
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●やけど、火災の恐れがあのますので、強N劃生の薬品・塗料・シンナー・ガソリン・灯油・ペン

⑧ ジン等は、絶対に使用しないでください。

、

^

,冒、

▼

@

▼

●農薬は、必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器とは一緒に保管しないでくだ
@ さい。

●調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になる恐れがあのます。薬液
調合の際は、薬液の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから使用してください。

⑧ ●農薬は、誤使用、誤飲の危険があのますので、絶対に別の容器に移し替えないでください。

一■■

●農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従って、その都度正し

@ く処分してください。空容器を洗った水は、薬害のない方法で処分してください。

●薬品の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の保護
衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服装で作業を行ってください。

@ ●ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、よく換気をしてください。

、

ノ

@

@

●水道、河川、水源地、池、沼、下水道などを汚染しないように、また、人体や散布対象物以外の
ものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってください。

^

息、

⑧

●作業中、作業後にめまい、頭痛を生じ、または、気分が少しでも悪くなった時は、直ちに作業を
中止し、医師の診察を受けてください。

@

●薬液を入れた状態で薬液タンクや車体を傾けると、タンクキャップの空気穴から薬液が出ること
があります。薬液タンクや車体は傾けたの、落下させないでください。

@

●作業中に噴口部を清掃または、交換する場合は、顔面等に薬液がかかる恐れがありますので、
ポールコックを閉じ、噴口部を取の外してから行ってください。

●ホースの温度は、 40゜C以下で使用してください。 40゜C以上になのますと、耐圧性能が低下しま

@ す。

●ホース類は、エンジン高温部(マフラ等)に触れないで、無理な曲げ、よじれ、折れ引っ張のが
ないよう注意して作業を行ってください。

●作業後は手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに、目の水洗いとぅがいをしてくだ

@ さい。作業期間中は、衣服を毎日取の替えてください。

^

●余った薬液及び、機械の洗浄水は、水道、河川、水源地、池、沼、下水道に流入して被害を

@ 及ぼさないよう、薬害のない方法で処分してください。
●前回使用した薬液が、薬液タンク、ホース、動噴、噴口等の内部に残っていると薬害を起こ

@ す危険性があります。使用後は残っている薬液を充分に洗い流してください。
●使用後は本機を充分清掃し、風雨や直射日光に当たらない、風通しの良い、凍結しない、子

@ 供の手の届かない、平坦な場所で保管してください。
●噴霧機を止めても、ポンプ~ホースに圧力が残っていることがあります。この状態で接続

@ 部を取の外すと、薬液が噴き出す恐れがありますので、接続部を外す前に周囲の状況を確認
し、ボールコックを開いて、ポンプ~ホースないの圧力を抜いてください。
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最初に梱包部品が全部そろっているかどぅか、輸送中の事故で破損している部品がないかを確認してください。
もしも、欠品や破損などあのましたら、製品名・型式と共にお買い上げの販売店にお知らせください。

製品名:除草工ースL喰ht

本体部一式

ハンドル

支柱フレーム

サイドカバー軸

カバー幅調整ポール

名

ワイドサイドカバー

数

前輪シャフトカラー(1鄭旨)※

月Ⅱ車倫

前輪シャフトL

後輪

後輪用スペーサー(金属)

備考

前輪シャフトS ※

2

4

吐出ホース

背負動噴固定上バンド(セット)

2

ノズルパイプ

※一・輸送時の変形防止のため、本体部一式(前輪取付音のに仮取付されています。

2

吊の下げZノズル動力用 2頭口

型式: NP-0OVVAI

背負動噴固定下バンド

2

エルボ

Zノズル人力用ノズルチップ

スーパー25動力用ノズルチップ

16インチ

^各邵の名称

スーパー25人力用ノズルチップ

φ220

外付用

2

スパイラルチユープ

φ27

名

内付用

ナべ小ネジM8×10 ※

φ13

トラスネジM8×75

六角ポルト組込M8×25

数

六角ボルトM8×45

大ワッシャー8×30 ※

座金(特大)20.5×38

2

備考

ノズルチップ赤

背負動噴固定上バンド(セット)

2

平座金85×25

2

支柱フレーム

平座金85×18

白

2

バネ座金8

黄

2

ナット M8

サイドカバー軸

カバー幅調整ボール

4

取扱説明書

4

背負動噴固定下バンド

2

2

6

12

8

10

ボールコック
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本

黙亀参
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^仕様
全 長

質

用

幅

1210

噴

圧力[Mpa]

10oomm

途

510mm

ノ'、、ノ

125k宮

1320mm

背負動噴用散布台車

口

※改良のため、予告なく仕様を変更することがあのます。

(サイドカバー無し)

05

※1頭口での使用の際は、上記の半分の吐出量となります。

1.0

(ハンドル高さ調整による)

Zノズル

(赤)

<例>麻場【EP-215/220D】

動力用

1.4 L/min

2.1 L/min

スーパー25

(青)

8

08 L/min

1.O L/min

(L/min)

0音

圧力[Mpa]

^^^^

■

03

除草

口

鳥

.ー..ーーーーーーーー.ーー.

<例>

(L/min)

3.0

0.1

03

05

麻場【BP-15Li-DX3】

0.4
(Mpa)

人力(バッテリ)用

Zノズル

(白)

^^^^^^^^^

16 L/min

25

28 L/min

Zノズル人力(2頭口)

(ポンプ回転数1740ゆm時)

2.0

スーハー25

黄)

^^^^^^^^^^

15

1.O L/min

Zノズル動力

吸水量

15 L/min

スーパ

1.0

1.0

^^^^^^^^^

吸水量

05

25動力用2頭口

25 (Mpa)

<ポンプ性能表(パッテリ電圧108>、環境温度及ぴ水温20゜C時)>

スイッチ

用 2頭口

0
0

15

1 化/min)

3.0

スーパー25人力(2頭口)

ヨ三匠]

0.1

2.0

2.5

02

2.0

15

03

吸水量

1.0

0.4
(Mpa)

05

スーパ

スイッチ:低

25人力(2豆

4

、ロ)
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一
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=
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本機には4種類のノズルチップを標準付属としています。下記を参θ系して用途にあったノズルチップを選定します。

①Zノズル動力用:赤、人力(バッテリ)用:白

多量散布除草剤(バスタ@、ザクサ瓦、プリグロックス@L等)専用噴口です。
②スーパー25 動力用 人力(バッテリ)用:黄青、

少量散布除草剤(ラウンドアップ@、タッチダウンiQ@、サンフーロン食等)専用噴口です。

※表の値は、本機使用時の当社テスト値であの保証値ではありません。吐出量は使用環境により変化します。
※ノズルチップの付け替えはP.10 「ノズルチップの付け替え」を参照してください。

(重亘)
作業を始める前に

プットM8

5-1:部品の取の付け
畝幅に応じて、車輪を「外側取付」、「内側取付」で車輪幅を選択できます。

●各ノズルチップは、人力(バッテリ)用では、乾電池式・バッテリ式動噴で05Mpa以下、

動力用では、バッテリ式・エンジン式動噴で1.OMpa以下での使用を推奨します。

【後ま嗣

」__'32Ω_]
<外側取付>

(1)後輪取付

<外側取付>

①トラスネジに平座金を通し、
後輪フレームの内側から通し、
平座金、後輪用スペーサーを
通します。
②後輪を後輪用スペーサーに通
し、平座金、バネ座金を通し、
プットで固定します。

゛了Ω■
<内側取付>

【前ま嗣

<内側取付>

①トラスネジに平座金を通し、
後輪フレームの外側から通し、
平座金、後輪用スペーサーを
通します。
②後輪を後輪用スペーサーに通
し、平座金、バネ座金を通し、
ナットで固定します。

」_」33Ω__]
<外側取付>

.

後輪フレーム

」_斗1呈旦
<内側取付>

トラスネジM8×75

平座金85×25

後輪

バネ座金8

トラスネジM8×75

後輪用
スペーサー

後輪

平座金85×25

5

平座金85×25
/

バネ座金8



(2)前輪取付

<外側取付>
①前輪シャフトカラーを前輪フレームの問にし、前輪シャフトLをフレーム、シャフトカラーに通します。
②シャフトの両端に平座金(特大)前輪を通します。
③プべ小ネジにバネ座金、大ワッシャーを通し、シャフトの両端からネジ止めします。

前輪フレーム

前輪シャフトL

<内側取付>
①前輪シャフトSを前輪フレームを通し、前輪フレームの内側で平座金(特大)、前輪X2、平座金(特大)
通し、前輪フレームの反対側へと通します。

②ナべ小ネジにバネ座金、大ワッシャーを通し、シャフトの両端からネジ止めします。

と、y

前輪シャフトカラー

平座金(特大)205×38

前輪シャフトS

"＼ヲ＼

大ワッシャー8×30

月リ車倫

前輪フレーム

バネ座金8

ナべ小ネジM8×10

月Ⅱ車倫

平座金(特大)205×38

大ワッシャー8×30

バネ座金8

ナぺ小ネジM8×10

6



(3)ハンドル取付
①ハンドルフレームと本体フレームに組込ネジを外側から通し、平座金、ナットを通し取り付けます。
【図 1
②ハンドルフレームと後輪フレームを組込ネジを外側から通し、平座金、ナットを通し取の付けます。
ハンドルフレームの上下長穴と後輪フレームの上下長穴の組合せでハンドルの高さをお好みに合わせ、
取の付けます。
【図 1,2】

後輪フレーム
接続

本体フレーム
接続

ハンドルフレーム

//'
ナット

"____/平座金

後輪フレーム
接続

邸

S
<外側>

六角ボルト組込
M8×25

フレーム

ハンドルフレーム

【図 1 】

0

■口

0

【図2】

後輪フレーム

0
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(4)支柱フレーム取付
①本体フレームに支柱フレームを乗せ、下図通の、ボルトにバネ座金、平座金を通し、外側から支柱
フレーム、本体フレームに通します。
②内側から平座金、プットで固定します。

支柱フレーム

プットM8
平座金85×18

バネ座金8

(5)背負動噴固定バンド取付
①支柱フレームの上部と下部に、背負動噴固定上バンド(セット)と下バンドを取の付けます。

/

0

六角ポルトM8×45

0

背負動噴固定上バンド(セット)

支柱フレーム

本体フレーム

背負動噴固定下バンド

瀞

●N

＼
ミ

叉、司
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(6)背負動噴セッティング
①使用する背負動噴を本体フレームに乗せ、上下の固定バンドでしっかの固定してください。

※1・・・使用する背負動噴に合わせ、固定べルトの掛け位置を注意してください。
※2-・エンジンやモータ、ポンプ、ホース等、動力音Ⅲこは直接固定べルトが触れなし井蓑にしてください。
動力部を避けた、タンク部、筐体部等のしっかのした箇所に固定べルトを掛け、固定してください。

一
喰ミ

〆

1ゞ゛

【例 2】【例 1】

②使用する背負動噴の吐出ホースをポールコック部のワンタッチジヨイントに接続してください。
(接続ネジ: GI/4)

※吐出ホースを接続し取の回す際、必要に応じて付属のスパイラルチューブを適度な長さにカットし、
吐出ホースに巻き付け、ホースの保護に使用してください。

0

D 一

ワンタッチジョイントGV4

安ミ

<背負動噴>
吐出ホース

・オネジGV4

<工>

祭

,

Cむ

<ワンタッチジョイントの取り扱い>

取の外し・ーメネジ側スライド部を下図の方向へスライド
し、取の外します。

取の付けー・メネジ側スライド部に触れず、オネジ側とメ
ネジ側を「カチッ」と巖るまで押し込みます。
※しっかの談っているか確認してください。

CP
.色

'＼

メネジ側
スライド部一"、-P-

4-ー'

今

※2

固定べルトが
動力部に触れ
ないこと

<ボールコックの取の扱い>
レバーの向きによの、開閉を行います。

閉

開

命隱中●

9

ボールコック
レバー
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"
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身

、
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(フ)ノズルチップの付け替え(作業に合わせたノズルの選定)
噴口には「Zノズル動力用ノズルチップ(赤)」(多量散布用)が2個標準で組付いています。
その他の付属ノズルチップを使用する場合は、下図のように噴口からノズルキャップを外して、
ノズルチップを付け替えて使用します。
(各種ノズルの性能は、 P.4 《付属ノズル吐出量》《ポンプ及ぴノズル性能表》を参θ系します。)

ノズルキャップ

(8)噴口の取付

①付属の噴口とノズルパイプ、エルボと吐出ホースを
組み合わせます。

"ーニ_ι二

エルボ

ノズルチップ

匪二工三1仁ニニ^

吐出ホース

ノズルパイプ

③吐出ホースが支柱フレームに当らない様に、
エルボとノズルパイプのナットを接続します。

②下図のように本機と金具の間にノズルパイプ部を
挟み込んで、蝶ボルト2本を締め込んで固定します。

0貰口

支柱フレーム

0

/

ノズルパイプ

◎

蝶ボルト

0

エルボ

※噴口の向きは本機と平行となるように注意します。

④吐出ホースのメネジを本機のボールコックに接続
します。

固定金貝

吐出ホース

＼^

の

四四

ポールコック

色舎

10



(9)ワイドサイドカバー取付
①ワイドサイドカバーに組み付けてあるボルト・プットの上部1 箇所を取の外し、内側に倒します。

奧、

6角ボルトーノ、、/

②ワイドサイドカバーのフレームをサイドカバー軸のレール部に通してから、再度ボルトナットを組み

付けます。

ノーーー→

0

@.

ワイドサイドカバー

/ノ'

.

座金

0

ナット

甑又付完了】

※ワイドサイドカバーのシートの長さは、圃場や作物に応じて切断してご使用ください。

5-2:噴口の調整

.

-4

サイドカバー軸
レール部

.

右図の2箇所の蝶ボルトを緩めると噴口の高さを変えること
ができます。
お好みの散布幅に調整した後、再度蝶ボルトを締め込みます。

0噴口部からの吐出方向は、噴頭を回すことによの調整する
ことができます。手で噴頭の方向をお好みで調整してくだ
さい。
0散布幅が狭い場所など一頭口で散布の際は、噴頭を上に向
けると停止状態となの、ノズルチップから吐出しなくなり
ます。

0
0

.

.

0
.

.
0

霧停止方向

霧停止

j
/＼

0

蝶ポルト

11
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5-3

(1

サイドカバーの調整

)サイドカバー調整
サイドカバーをお好みの①高さ、②幅、③角度に調整した後、再度両側の蝶ボルトを締め込みます。

②幅固定

②幅調整

.

.

③角度固定

.

.

.

.

(2)サイドカバーと散布幅の調整目安

①畝幅に合わせ、サイドカバーの幅調整を行います。
②ノズルの高さと噴霧方向を調節し、サイドカバーに薬液があまのかからない様に、サイドカバー下揣
内側を目安に散布幅を調整してください。

.

③角度調整

ワイドサイドカバー

.

①高さ調整
.

①高さ固定

＼

散布

、

^

息、

●作業前に各ネジ部にゆるみがないこと、接続部のパッキン、 0りングの脱落がないこと、
@ ホースに亀裂、摩耗、破損のないこと等、各部に異常が恋いことを確認してください。
●安全性を損なう恐れがあのますので、付属ホースは他の用途(コンプレッサでの使用等)
⑧ には使用しないでください。

<例1 >

⑧
●破損の恐れがあのますので、ホースを無理にねじったの、引っ張ったの、曲げたのしない
でください。

サイドカバー

＼

散布

12

<例2>

.

.



^作業
6-1:作業の前に

@

13

@
●背負噴霧機を取付て、自動車などで運搬しないでください。
自動車などで運搬する時は、背負動噴を取り外してください。

下水道などを汚染しないように、また、人体や散布対象物以外の●水道、河川、水源地、池、 沼、
ものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってください。

●作業中、作業後にめまい、頭痛を生じたり気分が少しでも悪くなった時は、直ちに作業を中止し、

@ 医師の診察を受けてください。
●薬液を入れた状態で薬液タンクや車体を傾けると、タンクキャップの空気穴から薬液が出ること

⑧ があのます。薬液タンクや車体は傾けたの、落下させないでください。

●作業中に噴口部を清掃する場合は、顔面等に薬液がかかる恐れがあのますので、必ずボールコック

@ を閉じ、噴口部を取の外してから行ってください。

(亙刃

@ ●噴口の交換を行う際は、必ずポールコックを閉じた状態にしてください。

6-2

●背負動噴の操作については、ご使用の噴霧機の取扱説明書をよく読んでから使用してください。

散布作業

●薬品の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の保護
衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服装で作業を行ってください。

@ ●ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、よく換気をしてください。

@ ●ホースの温度は、 40゜C以下で使用してください。 40゜C以上になのますと、耐圧性能が低下します。

⑧ ●背負動噴を乗せた状態での車輪の組み替えはしないでください。転倒の恐れがあのます。
●散布作業を中断し、移動または放置するときは、不用意な散布等を防止するため、背負動噴を停

@ 止してください。また突然の噴霧防止のため、ポールコックは必ず閉じた状態にしてください。

6-3:使用後のお手入れと保管
①背負動噴は取外し、背負動噴の取扱説明書の指示に従い、保管ください。
②本機のホース、ノズルパイプ及ぴ、噴口を清水で洗浄します。

@
●作業後は手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに、目の水洗いとぅがいをしてください。
作業期間中は、衣服を毎日取の替えてください。

、

^

忌、

●余った薬液及び、機械の洗浄水は、水道、河川、水源地、池、沼、下水道に流入して被害を及ぼ

@ さないよう、薬害のない方法で処分してください。
●前回使用した薬液が、ホース、動噴、噴口等の内部に残っていると薬害を起こす危険性があのま

@ す。使用後は残っている薬液を充分に洗い流してください。

@
●使用後は本機を充分洗浄し、風雨や直射日光に当たらない、風通しの良い、凍結しない、子供の
手の届かない、平坦な場所で保管してください。
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*日常的なお手入れは、 P.13 『6-3:お手入れと保管』をご覧ください。
整備に関してのご不明な点は、お買い求めの販売店にご相談ください。

(わ配管

(2)長期保管
長期間(60日以上)に渡って本機を使用しないときは、次の事項を実施してください。

●ホース、接続部分に、ヒビ、割れ、漏れがないか確認します。異常がある場合は、速やか

@ に交換してください。

(亙刃 ●ホースやノズルを洗浄してください。
●背負動噴を取り外して、保管してください。取り外した背負動噴は、噴霧機の取扱説明書の
指示に従い、保管してください。

●本機を充分清掃し、風雨や直射日光に当たらない、風通しの良い、凍結しない、子供の手

@ の届かない、平坦な場所で保管してください。
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